
成年後⾒制度の診断と鑑定に関する実態調査下調べ（速報）
〜おもに⾃治体・家庭裁判所の⼲渉の観点から〜

• 対象
医師１４名（１２⽉２⽇のシンポジウム参加者＠岩⼿県、福島県、埼⽟県、神奈川県、静
岡県、京都府、⼤阪府、兵庫県、福岡県）
• 結果の概要
u診断書：対象者の９３％が成年後⾒制度の診断書作成の経験あり。作成件数は１〜４件
が４３％、５０件以上が２１％。３１％が⾃治体から類型等の要請を受け、１５％が家
庭裁判所から類型等の要請を受けたことがある。

u鑑定書：対象者の５０％が成年後⾒制度の診断書作成の経験あり。作成件数は１件・５
〜９件・２０件以上が２９％ずつ。３１％が⾃治体から類型等の要請を受けたことがあ
り、１５％が家裁から類型等の要請を受けたことがある。

u備考：後⾒等取消の診断書を書いたことがある＝１５％
後⾒等取消の鑑定書を書いたことがある＝０

後⾒の杜20231205



診断書結果１ 作成経験・実績件数
・参加者の９３％が成年後⾒制度の診断書作成の経験あり
・作成件数は１〜４件が４３％、５０件以上が２１％

作成経験 実績

7%

93%

経験なし 経験あり

43%

7%14%

7%
21%

１〜４件 ５〜９件
１０〜１９件 ３０〜４９件
５０件以上
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診断書結果２ 診断書に対する⾃治体⼲渉
・３１％が、診断前に、⾃治体から類型等について要請を受けた
・８％が、診断後に、⾃治体から類型等に要請を受け、診断書を変更した

診断前 診断後

69%

31%

要請ない
要請あり
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92%

8%

要請ない
要請あり



診断書結果３ 診断書に対する家庭裁判所⼲渉
・１５％が、家裁から類型等について要請を受けた
・家裁から要請を受けたものの、いずれの医師も診断内容を変更せず

家裁からの要請
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85%

15%

要請ない 要請あり

備考
家裁は持ち込まれた診断書
を⾒るので、要請があると
しても、そのタイミングは
当然に診断書作成後となる



鑑定結果１ 作成経験・実績件数
・参加者の５０％が成年後⾒制度の鑑定書作成の経験あり
・作成件数は１件・５〜９件・２０件以上が２９％ずつ

鑑定書作成経験 鑑定書実績件数

50%50%

経験なし
経験あり

29%

29%
14%

29%

１件 ５〜９件
１０〜１９件 ２０件以上
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鑑定結果２ 鑑定に対する⾃治体⼲渉

１４％が、鑑定前に、⾃治体から類型等について要請を受けたことがある

鑑定前

86%

14%

要請ない
要請あり

鑑定後

• ⾃治体から要請を受けた医師は０
• 鑑定前に交渉成⽴の可能性⼤
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鑑定結果３ 鑑定書に対する家庭裁判所⼲渉

１４％が、鑑定前に、家裁から類型等に要請を受けた

鑑定前

86%

14%

要請ない
要請あり

鑑定後

• 家裁から要請を受けた医師は０
• 鑑定前に交渉成⽴の可能性⼤
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備考 後⾒等取消の診断書と鑑定書

診断書 鑑定

全員書いたことなし
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85%

15%

書いたことない
１〜４件


